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　 2　 タ イ ル 裏足 の 位置 と解析 モ デ ル

　図 1に 示す よ うに 、 二 丁掛 げ タ イ ル で 短辺方向に 　　　　　　　　図 1

裏足 の あ る 4種類 と長辺方向 に 裏足の あ る 1種類を選 ん だ。はじめ の 4種類

の タ イ ル は実際 に は使われ て い ない が 、 剥離防止 に 有利な裏足 の 位置 の 有無

を 調 べ る こ と を 目的に し た も の で あ る 。

　図 2 の よ う に モ ル タ ル で タ イ ル を 張 り付 け た コ ン ク リートの 壁体 か ら 、 図

中 に 網掛けで 示 した よ うに 目地 の 中点 お よび タ イ ル の 中点 を 通 る 2 つ の水平

面 で 切断 した部分 を取 り出 し、 図 3 に示す有限要素 に 分割 した 5種類 の モ デ

ル を設定し た 。 材料の物性を表 1 の よ うに定め 、 線形弾性で 8 節点 4 辺形 ア

イ ソ パ ラ メ ト リ ッ ク の 適合要素を用い た有限要素法
2 ，

で 数値計算を行 っ た。

上下 の 切断面の 境界条件と し て 、
コ ン ク リート壁体 が 拘束 されず に 収縮 した

場合 の 縮 み 量を変位 として 与 え た 。

　 3　 解析結果

　 コ ン ク リ
ー

ト、 下地 モ ル タ ル 、 張付 モ ル タ ル お よ び 裏足 が な い 部分の タイ

ル 裏面 の 間の 接合面 で 、 乾燥収縮に よ り生 じ る面に 垂直な 引張応力度 が 30

kgf／ cm2 を超え る場合、 あ る い は面 に 垂直な引張応力度が作用 して か つ 面 に

平行な せ ん断応力度が 3ekgf／ cm2 を超

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 目 地 モ ル タ ル

え る場合 に、そ の 箇所 に 接合面 に 沿 っ

た きれ つ を発生 させ た 。 これ らの 条件

に 当て は ま る箇所 が な くな る ま で計算

を繰 り返 し 、 図 4 に 示 す よ う な 変形 と

きれ つ 発生 の 結果を得た 。 ま た図 5 は 、

きれ つ 無 し と きれ つ 有 りの 場合 の 下地 コ

モ ル タ ル に生 じる タ イ ル の裏面 と平行

な方向 の 垂直応力度 の 計算結果 で あ る。
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　 図 2 　解析対象部分
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　 図 3　 解析 モ デ ル
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き れ つ

裏 足 の 位 置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図 4　 変形 と きれ つ 発生

　 4　 考察 と結論

　図 5 の よ う に 、 きれ つ が 無 い と きは下地 モ ル タ ル に タ イ ル と平行な方向 に 大 きな 引張応力度が発生す る 。 張

付 モ ル タル に も 同様 に 大 きな 引張応力度が生 じて お り、 こ の た め タ イ ル に 垂直な方向 の きれ つ が下地 モ ル タ ル

と張付モ ル タ ル に多数発生す る。 こ れらの きれ つ は タ イ ル が剿離す る よ うな 方向 で は な い が 、 タ イ ル の 剥 離 に

大 き な影響 を 与 え 、 そ の 間隔は 2c面程度
1 ）

で は

大 きく、 図 4 の よ うに lc田程度と考えられ る。

　図 4 に 示すように 部分的 に短辺方向の 裏足を

付けた タ イ ル で は 、 裏足 の 近 くの タ イ ル 裏面と、

裏足 と同じ位置 の 張付 モ ル タ ル と下地 モ ル タ ル

の 接合面 に 、 顕著 に きれ つ が 発生 す る 。 これ ら

は タ イ ル を剿離す る よ う な方向 の きれつ で ある。

　 タ イ ル の 剥離 を 調 べ る に お い て 、 乾燥収縮 に

よ り発生 す る図 4 の よ うな き れつ を考え な け れ

ば な らな い 。 また長辺方向の 裏足 を付けた タイ

ル で は 、 乾燥収縮 に よる タ イ ル を剥離す るよう

な方向の き れ つ の 発生 は少 な く、 長辺方向 の 裏

足 が 剥離防止 に 有効 で あ る 。

表 1　 材料 の 物性

タ イ ル

長 辺 方

向 端 部

タ イ ル

中 央 　 　 　 0 　 20 　40 　 60 　 80100

　　　　　　　　　垂 直 応 力 度 kgf ／ Cl闘
≧

図 5　下地 モ ル タル の 接合面 に 平行 な 方向 の 垂直応力度

　　　 （長辺方 向に裏足 の あ る タイ ル の場合）

ク イ ル コ ン ク

リート

下 地 モ ル タ ル

（普通 モ ル タ ル 〉

　張付
モ ル タ ル

　 目地
モ ル タ ル

ヤ ン グ 率（× 105kgf／cm2 ） 4．72 ，4 1．9 1．9 1．4

ボ ア ソ ン 比 0．150 ，17 O．19 o、2 0．2

乾 燥 収縮 率 （x10T4 ） o 一5 一10 一14 一14

線膨張係数 （x10
−5

） 0．661 ．1 1．2 1．5 1．6
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